
 川俣町の移住定住者向け支援策
(川俣町 産業課 商工交流係 024-566−2111)  

 福島県１２市町村移住支援金
  転入して5年以上継続して居住し、就業又は起業する方へ、最大200万円、単身

  最大120万円を交付

 川俣町住宅取得支援奨励金

  県外から転入して1年以内に住宅（新築・中古住宅）を取得し、定住する場合、

  取得費用について奨励金を交付

 川俣町空き家改良支援金

  空き家を購入して改良した移住者等へ、改修費用について支援金を交付

 川俣町移住・定住相談支援センター 電 話：080-7355-2122 

               メール：iju@kawamata‐gurashi.jp

川俣町「絹の里」

※上記のほかにも様々な支援策があります。詳しくは、以下までお問い合わせください。

小手姫伝説が残る川俣町。崇峻天皇の

妃・小手子が広めたとされる絹織物は

平安時代に始まり、今もなお良質なシ

ルクを世に送り出しています。

秋には、日本最大級の中南米の祭典「コスキン・エン・

ハポン」が開催され、地元はもとより、県内外からたく

さんのフォルクローレ愛好家が集い、町中が中南米音楽

で活気にあふれます。

闘鶏(軍鶏)をルーツとする地鶏「川俣シャモ」は噛むほど

に味わい深く、沢山の人に愛される特産品です。毎年夏

には「川俣シャモまつり」が開催され、世界一⾧い川俣

シャモの丸焼きチャレンジなど、来場者が見て食べて丸

ごと楽しめるイベントです。

最近では、昭和の大作曲家・古関裕而が青春時代を過

ごした町としても注目を浴びており、トルコギキョウ

やアンスリウムなどの花き栽培も盛んです。
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